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地理授業 のめざすもの

大　 竹　 俊　 紀＊

I　 はじめに

地理の授業については多くの人から時間数の不

足が指摘されている。それは教科内容が豊富にあ

るからである。その上，その内容は生徒や指導者

が簡単に直接経験できない外国を対象としている

ためである。　したがって判りにくいことが多くな

り，いきおい丁寧な説明になり時間数が不足する。

百聞は一見に如かずである。できるだけ外国の様

子のスライド，カラープリント，新聞広告のT  P

化，NHK 放送などのVTR を教材として用意し

ておいて心要な時にすぐ取り出せるようにしてお

かなければならないと筆者は考えている。　しかし

簡単にできることではない。授業をスムーズに進

めるには相手の準備を要する。授業に入る前に毎

年，授業の進度，形態，進め方，テスト，評価，

目標などを説明することにしている。今度機会を

与えられたので授業の形態と目標について記し，

ご教示頂ければ幸いである。

Ⅱ　授業の形態

授業はできるだけ視聴覚室を使うようにしてい

る。机は2人用で1,500×600 Sと教室のものより

大きい。地図帳とプリントと教科書などを広げる

とこの位の広さが心要である。早くから教材援示

装置を備えつけてできるだけ利用している。百聞

は一見に如かずで教材提示装置を利用して図など

をテロップで送り出している。視聴覚教室にはテ

レビが4 台あり最も遠くでも6 メートルに設計し

仰角もできるだけ低くしてある。　6メートルの距

離を考えるとテロップで送り出すものにも制限が

ある。

テロップを使って送り出す教材の1つには図，

ダイアグラムなどがある。　これらを見て，あーこ

ういうものかということがわかるだけでよいもの

である。たとえば地図の歴史の項でいろいろ歴史

的な地図をテロップで見せて，生徒はこういうも

のなのかということがわかればよいのである。　そ

の他都市などを地図帳で捜す時に遅い生徒に対し

て同じ地図を映してテロップで示すと大変わかり

やすいということになる。ただ地図で都市などを捜す

場合には捜している時が大切な時間だと思う

事が多いがのんびりやっていると時間がなくなっ

てしまう。　2つには生徒皆が同じものを見て考え

ていくことが必要である場合にテロップで送り出

す。これは生徒も持っているが45人が同じ速さで

目的の場所を捜し同じ所について考えているとい

う保証が割合少ない現実に合わせてのものである。

たとえば地図の歴史と地理的視野の拡大のところ

では地図上である場所をさし示して生徒はテロッ

プを見てどこをさしているかを知る。そして，こ

こは何山脈，何川と質問をして答えを確かめて地

理的視野の広がりを学習する。また地形図の学習

の時も地形図で学校周辺をテロップで送り出して

記号とかその他の事項を確認していく。本校の白

黒テレビカメラは最もクローズアップした時1 円

硬貨が丁度画面－ぱいになるようにしてあるので＊愛知県立幸田高等学校
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相当細かな地形図の記号も実際の地形図を見るよ

り大きくはっきりしている。視認性がよいといえ

る。　3つにはテレビニュースのように文字をテロ

ップで送り出したいと思う。　しかしテレビから最

も離れている生徒で6 メートルありテロップで送

り出す文字数には限度がある。最近カラーカメラ

も設備したのでTP シートの図を送り出すことが

できるようになった。常識ではあるがカラー化に

よって情報量は比較にならない程ふえ，情報の識

別もしやすくなった。　またカラースライドにしな

くてカラープリントのまま送り出すこともできる

ようになったので教材作成も容易になった。

テロップを多用する理由は教材を同じ所から生

徒に与えようと考えているからである。できれば

授業をコンピューターにまかせて自動進行させ，

生徒はテレビを見て学習をする形態にしたい。そ

うすればテレビを増やしてもっと個別化したプロ

グラムを組んで個別化した授業ができるようにな

るだろう。

テロップを使用する以前からプリントは多数用

意していた。　しかし，テロップを使うようになる

と更にプリントはなくてはならぬものとなった。

授業の話しの筋をわかりやすくしたプリントを別

に用意しておかないとテロップで教材を送り出し

た時に，受け手の生徒は今の情報はどこの学習に

関係しているのかわからなくなってしまうと困る

からである。教材によっては生徒に徹底させる必

要のものもある。それらはプリントで生徒に渡す。

いままでテロップ使用を強調してきたが一年間全

体として考えれば中心はプリントになる。これだ

けが生徒の手元に残るものだからである。従って

テロップは現在あくまでも補助手段である。プリ

ントはできるだけサブノート式につくっている。

年間では相当な枚数になる。

Ⅲ　地理学習の目的

次に地理学習の目的である。毎年生徒には一年

間105 時間勉強した後でこれからいうような考え

方が身につけば大変結構なことであると話しをし

ている。ただし，ここで地理学習の目的として取

りあげていることは筆者自身が創造したものでは

ない。先人の多くの業績によるものである。数多

くの書物，講演等で修得した知識を筆者なりにな

いまぜにしてしまったものである。従ってこうし

た考えのもとになる原典が多数存在するわけだが，

ここではそれらをリストアップすることは省略さ

せて頂く。なお誤解している部分がありましたら

教えて頂けるようお願いします。

第1 にベーコンのまねをして，まず偏見を捨て

よということである。よく私達は自分の住んでい

る世界が全てであってこの世界での論理はどこの

世界にも通じると考え勝ちである。しかし残念な

がらそうではない。自分の住んでいる世界が全て

であると思ってはいけない。例にあげるものの1

つに水がある。水については，それが人間にとっ

て必要不可欠のものであるという事実からもっと

も目につきやすい。　しかし，水についてのイメー

ジは各地でいろいろと違っている。日本で喫茶店

に大ればまず水がきてその後注文の品がくる。こ

こでは水はタダであり何杯もおかわりができる。

しかし，ドイツやフランスなどへ行くと様子が異

なる。喫茶店の水は立派な商品であり，コーラな

どと同じ価格帯にある。日本では蛇口をひねって

出てくる水はほとんど飲料水である。これがドイ

ツ，フランスではそのまま飲用とせず一度煮沸し

てから飲用とする場合が多いようである。間接的

知識であるが開発途上国に行けば飲用水の状況は

もっと悪くなるらしい。また私達が使用する水は

普通の場合上水道の水である。そしてこのことも

多くの人の指摘する所であるが，日本では車を洗
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う水 も消 火の水 も立 派な上 水道 の水 であ る。 水 資

源 の有効利 用 から考 えれ ば洗車， 消 火 には中水 道

の水 で も良 い と思 う。　し かし今 の日本 で中 水道 を

普 及さ せる には莫大 な設備 投 資 を必要 とする ので，

その価 格 が社会経 済的 に見合 う水 準 ま で来 ない と

だめで あろ う。 また洗車 の よう に水 を贅沢 に使 う。

湯水 の如 く使 う。 これ をそ の ままア ラビ ア語 に な

お す とと んでも ないこ とに な ると聞 い たこ とが あ

る。 高価 な水 を撤 いて緑 を維持 す るの が砂漠 地方

の富裕 な者 のす るこ とであ る。 従っ て私 達庶 民 が

水 を湯水 の如 く使 っ て洗車 を す るな ど とい う事 を

その ままア ラビ ア語 にお き かえ ると私 達 日本人 は

何 と金持 であ ろう かと見 ら れるこ とになっ て し ま

う。　日本語 を外 国語 に， 外国 語 を日 本語 に移 す時

の むつか しさ が そこに潜 んでい る。 言葉 は それ ぞ

れ の国の文 化的 社会 的 背景 を考 え なけ れば簡 単 に

翻訳 で きない。　し かし こ のよ うに水 を一 つ と りあ

げ て も私 達 が生活 の中 で意 識 して い る水 は外国 で

は相 当違 っ てい る。 よっ て 日本 であて は ま る水 に

対 す る考 え が どこ でも通 用 する とい う考 えは偏 見

であ り捨て なけ れば な らな い。

2 つ 目 にあげ る例 として世 界地 図 があ る。 私達

日本 人 がよ く見慣 れて い るの は日本 中心 の世 界地

図 であ る。 そのこ と はそ れで正 し い。　しか し，　い

つ も日本 中心 の世 界地 図 で世 界 を見て い ると対 応

を誤 るこ とにな る。 日本 中心以 外 の世 界地 図 が存

在 す るこ とを忘 れて はい け ない。 日本 中心 の世 界

地 図 で考 えてい る と， 何 のい わ れで 日本 が欧米 か

ら極東 とい われなけ れ ばな らな いの か，欧 米 が地

図の両 端 にあ りな がら何 か の時， た とえば東 京 サ

ミッ ト でも そう だっ たが 日本 をは ずし た形 で欧米

の間 で会 談 が持 たれ たりし て 日本 が考 えて い る以

上 に欧米 が何 故親 密 なの かを理 解 で きない。　し か

し この事 は イ ギリ ス中心 の世 界地 図 で考 えれ ば成

程 とい うこ と がわか る。　どこ に中 心 を置 くか に よ

つて見える世界が変ってくるということである。

従って私達としては日本中心以外の世界地図が存

在するということを心得えておくことが大切なの

である。学問でも欧米中心的なものの考え方が世

界に広く流布している。またそれに対する批判も

出てきている。その批判も自分の所に中心を移す

だけでは解決にならない。目標の5 つ目と関係す

ることであるがこの宇宙船地球号にのっている40

億人の人々が仲良く暮らして行くにはある国中心

の世界地図で考える,より地球儀でものを考えた方

が良い時代になりつつあると言える。もう1 つ世

界地図をもとにものを考える場合に注意しなけれ

ばいけないことは，私達が北半球に住んでいると

いうことである。普段，北半球に住んでいること

など意識することはない。　しかし思考の実験とし

てでも，もし私達が南半球に住んでいたら北半球。

に住んでいる人々をどのように意識するだろうか

どこかに2 階の国日本と出ていた。南半球からは

日本が階上にあるように意識されるのだろうか太

陽についてはどのように意識するだろうか，日向

はどうだろう。私達が持っている価値観，たとえ

ば南下とか北上ということはどうなるだろうか。

私達はややもすると知らない間に固定観念の世界

だけで物事を考えているのではないだろうか。

第2 に人間の生活様式と自然環境との関係を理

解しようということである。幸田から近い所で雪

の多い所は関ヶ原,米原あたりであろう。その地方

の屋根はどうなっているだろうか。屋根には2列に

わたって雪止めがついている。雨の多い地方へ行く

とどうだろうか。屋根の勾配が急になっており瓦と

瓦の間にはしっくいがしてある。視聴覚教室のまわ

りを見てもしっくいのしてある家が見られます。

風の強い地方へ行くとどうだろうか。石垣で家を

囲むなど自然条件に対応できるような生活のしか
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たがある。こうした地域による生活のしかたの違

いは別の言いかたをすると地域の特徴という。地

域の特徴を地域性という。従って地理では地域性

がそれぞれの地域の特徴をもって他の地域と結び

つき全体としての日本を形成している。マクロに

みれば同じ自然環境にあると考えてよい所でのミ

クロな違いによる生活の違いを幸田町で考えてみ

よう。深溝から幸田におけては木綿の織布工場及

び哂染工場，縫製工場及び木綿生地の内職加工を

している家がある。これは岡崎の上地の方へ続い

ていく。この木綿はもう少しマクロに見れば三河

木綿の一部をなしているといえる。次に北東の坂

崎，久保田の方では圃場整備工事が行なわれたり，

山がちになる所では茶の栽培，豚の飼育，にわと

りの飼養がよく見られる。学校の周辺の大草，新

田のあたりではビニールハウスが立ち並んでいる。

また南西の須美の方は平地が少なく，みかん，柿

などの果樹栽培が盛んで共同選果場もある。六栗

には雇用促進住宅もあり九州地方からの人などを

受け入れている。道路も蒲郡方面から深溝，六栗，

野場を通って西尾に至る道と深溝，幸田，坂崎を

通って岡崎へ至る道が主なルートであった。そし

て近年はこの両者を結ぶ立派な道もできた。この

ように一つの幸田町の中でも所によって生活の違

いがある。こうした違いはあっても相互に結びつ

きまた他地域とも結びついている。たとえばみか

んの出荷とか，豚は安城の子豚市場へ送られるな

どである。それぞれの地域と地域が結びつき全体

として一つの仕組の中で存在していることは次に

記すことからもわかるであろう。最も理解しやす

いのは交通であろう。幸田駅，岡崎駅，名古屋駅

など同じ東海道線の駅と駅前を考えてみよう。そ

の駅前には違いがある。立派な駅前ビルが並んで

いる駅前，バスの便数の多い駅前，自転車預りが

目につきやすい駅前などである。その含意は，そ

れぞれの駅を乗降する人の数によってその地点の

重要さが異なり，そのためにそれぞれの地点であ

げ得る利益に差ができ地価に差ができるために土

地利用が異なるのである。幸田駅はあと一息で快

速が停車する基準に達しそうである。朝夕のホー

ムを見ていると確かに多くの人が乗降する。　しか

し昼間は少ない。幸田駅のこのような現象は名古

屋の存在を援きにしては考えられない。また朝夕

の反対の降乗はトヨタ自工関連工場の立地による。

自動車関連企業の立地配置政策の影響を受けた結

果の現象といえる。立地が少しずれれば，たとえ

ば岡崎駅での降乗が増加していたかもしれない。

次に幸田町あたりでは家がたくさん見られる。隣

家が見えないという所はない。つまり人口が多い

ということである。東京から続いてきた東海道メ

ガロポリスの中に幸田町が位置している事と関連

を持っている。そして新幹線停車駅をつくろうと

いう動きも見られる。こうして幸田町は他の地域

と結びついて存在しているのである。以上で地理

学習の第3 の目的は地域性，第4 は地域が相互に

結びついて存在していることである。

第5 に地球上に住んでいる40億人の生活をどの

ように組み立てていったらよいかを切実に考えて

ほしいということである。 40億人の生活はそれこ

そ様々である。裸同然の格好をしていて毎日の食

事にも困っている人が大勢いる。空港で，駅で外

国人旅行者からの恵をまちわびている子どもがい

る。一日に何人もが餓死していく。政治のはざま

にあり，政治の犠牲になり難民キャンプで生活し

なければならない人も多くいる。他方には誕生日‘

には何を贈り物にしてもらえばいいのか悩んでい

る子どもがいる。ローファット，シュザーカット

と低カロリーの食事をしてなんとか肥満を防ぐの

に涙ぐましい努力をしている人もいる。アンチョ

ビーの漁獲高の激減によって先進国の家畜と後進

国の人々の間で食物を奪い合わなければならない

51



現実もある。こうしたアンバランスの存在する中

で40億人がどうやら生活しているのである。宇宙

船地球号の可容人口としては30億人から130億人

ぐらいの幅で計算がなされてもいる。　しかし全世

界の人々が私達日本人と同様な生活水準で生活し

ようとしたらどうなるだろうか。地球はそんなに

多数の人間を養うことができないだろう。たとえ

ば1人あたりの石油消費量は1973年でアメリカ合

衆国4.77,日本2. 72,西独2. 73,フランス2. 70,

イギリス2. 39であるのに対して南アメリカ0.60，

西アジア0. 78,アフリカ0. 17 （いずれも単位はkl

東京法令地理資料による）である。このような大

きな開きが存在する。　しかしだからといって生活

水準と落とせというのではない。生活水準の一層

の向上は産業の一層の発展によって成し遂げられ

る。生活水準の向上は消費生活を豊かな内容のも

のにしそれは産業の発展を剌激し産業を発展させ

るものである。従って私達は自分達の生活水準を

維持向上させながら40億人とともに生活していく

には，他の人々の犠牲によらないでこのかけがえ

のない地球の上での生活をどのように考えていつ

たらよいかを真剣に考えなければならない時機に

来ている。東西問題，南北問題，南南問題を上手

に解決しなければならない時である。このことを

十分考えてほしい。

Ⅳ　間接経験と直接経験

最後に外国のことを多く学んでいくが，その時

に注意してほしい事がある。それは間接経験を直

接経験と取り違えないようにしてほしいというこ

とである。放送通信技術の発達によって私達は居

なからにして西欧，南米，南極の風物を見聞でき

る。　しかしこれはあくまでも間接経験であって直

接経験ではない。直接経験とは自らがその場所に

行って自己の関心とは関わりのない事項までも含

めてじかにそこの空気にどっぷりとつかって体験

す るこ とであ る。 ス ライド， 絵 葉書， テ レビ放 送

など で目 にす る情報 はあ く まで も間接的 な もので

あ るこ とを念頭 に 置い て見 て ほし い。 教 材 に なっ

て い る スラ イドの場 合 で は不 要 な情報 を とっ てし

まっ てあ るの で気 をつ け なけ れば な らない。 た と

え ば火 山 の スラ イド を見 て もそこ に人 間 の姿 を見

かけ ない し人 間 をお いた とこ ろ で見 え る筈 もない。

布 も一 定 のマ ウ ント に仕 切 ら れ てい る。 それ だか

ら大 きさ は わから ない。 だか ら火 山 のタ イプ に よ

る大 きさ の違 い はま るで わか ら ない。 都 市景観 の

スラ イド で も町 の臭 いは し ない 。 喧噪 もない。　し

かし実 際 の都 市 はい ろい ろ雑 多 なも のが あっ て初

め て都 市 であ り得 る場 合 があ る。 こ うし た大 きさ

とな背 景 と かを援 きにし た もの が間接 経験 なの で

あ る。 特 に テロ ップ な どで教 材 を送 り出 し てい る

場 合 に はこ の間接 経験 の 欠点 が気 に なっ て仕方 が

ない。　し か し， 教 材 は生徒 の理 解 を助 け る ため の

もの であ る から教 材 を送 り出 す時 に で きる だけ補

足 す るこ とにし てい る。

VI　終わりに

生徒に説明する内容が多くあり，わかり切ったことを記

した所もある。授業ではもっと多くの事例をあげた所を端

折った所もある。　また会話体のような記述の所とそうでな

い所とがある。これは筆者の表現力のなさから来るもので

ありお詫び申し上げます。
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